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研究機関紹介

フィリピン大学ア ジ ア 研 究 所

Institute of Asian Studies. Univじr"ityof the、Philippines.
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マニラかじ／ 1 ＞・ストリ Lヅ〕一つ，ケに・ゾ／レ

：ードを東北に ,Jiケおよそ30小そこには堂内と iえ二ア

チ型の建物が広い道路の前に大きく立ちはだか。てい

る。ここをさらにはいると，なめらかな起伏のある広々

とした芝生tn,1 lに，小ぎJi＇，、！，： ；主物が才7に／，に i:r，主主

ト，その問？と IJ1::・ りのJllrKにcc:,,とられた＇..！ Jケ ；・11.h・た

λまなく行主文 J，其rrの』正iがり Jιどいカ泊lιL,. 

である 0 3イri'iirにミンゲナすのニfスL」、f血h長lこ，ミンゲ

ナオ目立大学（l¥!indanaoStale University）がむきたが，

j～・ff培った二二 Y fリピン大’J:・, Y，存ある｛己中i,.. y, ,:, fl 

子n少Lも：＼＇I: J ぐいない。，：：； 'c I, Lた／iitf,:J,. :> >I：ゾと

問i寺町，広々とした敷地，美しいキャ Lパ7,1:tv、れし・7,

な点で別天地の！さがあるとは，ここを訪れる人々の交わ

t，ぬ印象であだ｝

わたくしは久＇ ＜，このキ t. ＇、正に fl：み， パ人l",liJf 

1c/k設をあ：， .＇，二 fノらと訪liυ；｛｛三をもった／；・, 1 シ

Y研究）！！？」（Instituteof Asian Studies) j,そ『トーつであ

る。 1えAマ停許｜〉の 2 階に木拠を ［~： くこのliJT究所にはU 、ると，

＋：〈多U、とは，・・

h；の書物が「［i/L、〈並ベら：il’、二ニでi主ii；本fl!:;yしf川J；一－

F、者－と Lてi1担ノ J. M. Sani《！ ,1仁j匂〈；受に＇！，宝vi:ノ：二ム l こ

とができるoーはして狭い部屋がちょっとえLになるが，

この研究所の創設自体は1955年，つまりマグサイリイの

｜！？代であると 1ィ、うれら，歴史、上そ戸 ;J'ffL L、t,nじはな

ン。当初はl了t¥ c頁に主主部｛＇r':HJ、を代表と Jγfll会

組織で発足したが，砂「究／，f,動11f私は必、寸宝しもL七を赤！！

でにヨ三らなか〆3たというのが2起'ti'iのようだG ところが

1 %1 fj ., Carlos I'. Romurれ現千手伝のi}W：とそ（ fて、＇iii!I

だIJfの盤面i!o！［占1：＇，.・ゐ！大学施言 ！：Ji: ／じらカ11・,ihiiffI :.>・ii'＇品＇tr.
－環に組み入れ、・，；／L，ふたた「； 11/fたを浴びよ行ど l・cv、

る。同構想、や再三にわたる総長の言に従えば， 5カ年間

に当研究所の機能を拡充・強化することによゃて，ブイ

＇・＇ピンにふ じ乙J住J主研究を旅llr,'(t'.Jに前進せL，；，，内外研

’i｛機関との十＇， I iI.：弘プJ関係を治： l二アジア研冗，11:; ジ

Jナル.i..::. ,, lこまで高／／，<, （／令どとし、う。

110 

ナーでに1963年には問計画に従って R.S. Cuyu問 n)Yr

Q：の j,どに機構を改組し現在次の12f，を悶有のスケッ

Fと7 とかかえるに雫J 「／円。

針。f.l<ubben S;,ntos Cuyu耳an( ti；会？）

Associate Prof. Jo剖 faM. Saniel （東アジア研究〕

Assistant Prof. Juan R. Francisco （イン戸学〕

ln,lrudor Ellen ¥V. （日1piz（呼11,1n1允7

I Iト Irndor Silvi no V. Epistola ( 11 +~)[, 11 ;f,；立；fり

lnst111じtorEnnnanucl C. Orara ( lニンズー教，仏教

材学）

In叶ruけ川 i¥jitSin日I,Rye （現代 fンド／i]IJ.:;)

1 llsl ructor J.刊行ぐり iいcamora ( （ン iF ネシアl担f先7
1勺，，k,sorialLeclurcr ( ;irleon C. T. I l円 I（中国市f’え）

Visiting Lecturer Y ukihiro Y川nada ( II本語，：::rIJ 

ンボ計画による）

I,,,Jrtll・torAurora R. Lim ( fゾγ守号、民． 文学〉

I 11,l I uctor l'araluman Aspillera （ノ iリピン研究〉

II 

ところでこの引究所の「 5力今，H凶iJとは，どんなも

のか 1';, 

llj，、，： ,c, .たとすれ：r,r,・ Lろこの計11111(!>lj！｛婆をうかが〉

斗と心ーって，将ノlえ什 1？ィジョンをづIs5 /I＼すほうが， fr

治・cあろう。）:ff, Jt¥ifr'Jれたどi而の rH察力‘ら要点を紘

くと！欠の上うになる。

(1) I. J象地域l土f / .,. r，ここでは東南fジア，東f,

f、'(J ，.ギYに分ir ,・, ;! 1.、：＇i該{14fこっさY¥U也語を習／：］.¥ 

せるり

(2) Ii.＼代的には札代を優先するυ こjlltffHノ、Fの11J

能刊、その必要't'i'.懸台、什，¢；主にJ:-'.'.,' 

(:.) ,d:,J査研究にと嬰f仁孜子支のtH,,1. 、 I~ ' '.'iliJF究所ぺ γ

／←ノ山ifiJJト宿学。

(4) 図書館等施設の拡充。

(5) 現地語学習胞殺の整備。

川 ノイリ 1:0ン主化研究のための民俗’γ，考古学資料

ジJlU旬、 1，博物館のi生Jι｝

こけしうな11標ハ史上山土 5カ,i.i;-c, とのようにし）ごJ~ ］
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E ・ Excl1a11日C I’rofeメ，or.

¥' ¥'i,iti11g l'rofc～何，r.

¥/I二； Vi日tinどれ1Exchange I勺り［町、(JI

δ,1［；；》J二のはか， γ ／アJHl；けによる｝J 'f~'j 200ぺ、／しり＼l

？九 1if1f，·：.， γ •？’？：:i ：ヘ 7 パハーン委民主， NEC Al[> 

ドド Crnnts ('q；存li2100 ミ、ノ1に工る 'i，のなどが， J陀

{:ill ( 5;/t.ヲ j: :~ （ンド下シア人アノ1:2 ？，；こ対ナど夕刊,JIJ

＇＇／’・＇！＇＇ IJ,IJIY)'. •／，ある＇ jl1.くはl;:l,"i:f,r,＇）＇大学と交換学！J:,¥;ljl芝

七j I う！ ｝一心悦：..uかl.Lfj；｛じしてお i)' その実j見の1I q, 

li'd.1じ.＼'c'l＇れる《 ：び〉工う；二人ケソ’引業J，比il：，、＇1iiJI冗

/'ir,¥1ilJU) jJ’，，j主・，'i:ih<,i,O）とLて，このらり｛II I 1111i C i_. 

！？い；_,n ,n点乙1'il'.！主がii"tカ寸し CL、るo

1ilt1i長こ； ti<.'Ft1’（がifとて＇ 'L ，｝）だが， 二；／tiJJ}lfr，お

lてtl)OU¥[lfび＞｝： 1il 1 7打点山総誌を 1i11l1iJりJl/:J1l1iこ 1}] Ulfに

ベド，j' fhl, {I今，今、fふL、呼LIC fW＼！ギのrrけを充：l占 l！＂て，

JとJ’111,;1，：士以：のよう t(Jl'.'f;iこLtうとすらりこヅ｝／こめi/1よ

¥'IE V;E 

'I / cl d)(/i／才j ; ~I JJU＼，！た（ I %7～ 

h~ I 1, I’；. 1：、 <l！政；；i I Iりhi～fi7 :1 ) ' 

11) I r,'i i'iir-' J 11 f、；Ci仁.t.;Li'_；、IEぶ i]¥/(,;¥ 

1,/ I 仁1(1¥1～.J！とをilしレi二Liリh1 ～，；c;:1 )., 

lリii.:1,L' t}. 1'111υノリ，1i1:er ( I'11；.，～（i8 

I 時（1{1I'，プー J引に ：＞ド下＞ ,・u）政lf;~ ，；，しに

(Iり(iJ～157:1っ「
!I 1j［円lj7マア fンド h> :'(/)'11.'!Jlt.::.・-::: （出jがi士

(¥i'J' I 七q,L、；ニ （1%5～州午）ι

日1 slUi.-. ,・・ ーノン、：手ンア， 、ザ

いんそ中L、！ーすふl仁村山iii'/'( I 'lfi6～州｛｜）

l¥ 見fT1'i 1・ , ,- 一一 P L一喝 ：＇cワIは： \~ lと三 'ii心 iこ

,,J川付～6刊行）し

¥ ,1,1:1 .. 

Ii,~ I ' 

¥j r-:1 / .. 

¥II 1JC, / 

沖｛ J 〆

I＼オif 〆 lノ

：｜） 

V/E 

E 

I. !l• IY；γ ／ア（ノンド千
ン 7), ,;,;:, 

2. リ＇1ilア〆ア（ソィワじ
ン），科会心kl子r

J. ¥jJ IYlアj ア（プィリヒ
ン）， f( ij¥ .佳史

4. 川市ア：， ' （マレーシ

ア）、 zi 

Iii Iージ γ

守仁uiif, 1'ノ

!lミ

ii＇プ ιア（ 1ンド）， !l士
＜.＇，.文化史

7. ,Ji 7 C ,・ ( 11本）， ' y，治

討 仕（ アンア （11守二），庁f史

!l. ,j, f シア c,1,u~ ）. 1Ju1:, 
』t1，：‘： r二LJ l1Ar;r,11,'.iH 

I三

fンドλ！Ji,
ト：よ lq古＼ l,¥J

ら

シf のH't'¥''/

バII

ノ、 γノノ J¥r,ke,fこ山川、11.;u1じみ外＇， Vi’v>;(:1]11ξflニラ
こ：川IJ;j;i', F’！ ＇） ナlどし、う二こになζ｝； 上述，；,J包［、,Iiiii 

'i'[0,.,J ,i次11i11l1j：このと Jて、 /,} ’i 口～ゎ乞 /JH ’｛•，＼；［［lん；l’j

；｜工1:wtと：ーごj'.＞＇； ζIJ’.）＇くと： ;l:1111日＞l,iff：：，主には；＂＇ Ji白JJ

ご土（ご 1,;',・)' J山川，＇IJl'd＇｝討が l)_iさtil : 1，、；i ')i＇た，

tc YtiJ：－「でに海外にあり、そ日川：見＇.fかり／：）， lとい／し
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下ウ：＇］、＇＼ AI,,.. ＇，、 3えl斗ヲそ〆nA川 t' t,くノ，. （み J / ¥' 

I〆・ tト←jユート hて吋J{I.てL、；：，と t与て：.，，、 iうf0 土L、う
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これが＇＜ , A、ゆるよ，f[llii_dj，，つもようノ f--cあ之〉が従来び）紅

bおこf,tして‘その実rh(：二疑HU1:: t, ,1,,1主tあるが，必欲

的fょlti:J立の：i討会y士，こうし九f：安をう aたサ ，1l f'c'_l(tラ；LJ,t

し）つあζjと）人；工L、 i日｛I 進j)cjliパ！di＇吃ブ υン L ) 

＼を今1町一主でに，；己ずと次Lっとおりで，これカK，－，‘ アdγ

川允全rn1 ，，：「／ム：＇H~－－;y,,11の特徴が 〉情／L＇：きる；一ふろ

「/ill人研究〕

プ ｛ ') , －ン川社会11，リ！！主（／〉のFJ:

‘タ } { j ：ンにおける古文占の：；11;c

fソゲ十-filihlの'l三｛川l't習のけた

4. 教j交別 Jノり［J ；ぷ動，，，Jを中心とし／こ，Wリttの総軒

。ソ二 ＇）,.J・ J立のとべ （:. II引に教会佳築のWT’／：

｛） ソ （ ,_r （ずにおけ~：， I i本人11二三山＇，汁＇ r

7 lis＇.附～ I9・11 qにおlYるIIJUお伎のliJi';';: 

r ;, pレ一 1{,fl冗］

ノ、L 卜 f ノケ＇＇）似た f Jγ人1111、山市1t,¥fj

2 ブ r' 1.1 :>WI前；こ「illt二.：，ii-，－え；.trびJ¥¥>ff, ;ft）ゎ

？と、 j也｝11_!，人11‘社会偽造，政治，行政，経済，民IJ:当

日）芥WI］日d上りふ］Jtilf豆ーの発1メと，その変存過程をIYJ，，かに

Lより土すとる‘い，わiE初めての大がかりな Intε了Unit& 

I ntl'rdisciplinary Projc仁tであり，この研究所と 1ても

WJ,11,!'(1；こ参加する＇， d#iえてあるυf}[)t::C,J也i戒を士、t<i長とし

たi;JFヲモヵ：農村iこ悩 L＜数はu-）して多くはt(v、が）,'¥!Ir ii研

究に之L＇にうらかがあ p jニブ fリピンの学界にあっ亡，

この7ぐロジコケ 1、の？っ怠義l土注 LIc"il-てよい Cあろ

う，， /,1¥rli機能の告人大と :t,f孟化は， fll：開発出におl司、ごも普

i極的に Jti1重す4 る！ばut,1でよちり， ある志：りとにおいて首）｛：！のι
っそれは， ilUl日発回においては，オールマ f子 fにず「3

）己t,Alらからぞおろ。

ニゾ）ほか将rl島1;,cιjro，ケリソじンケ，政，(Jf'J,!f:!己資料の月・.：
1主 （ji由［'I＞）等も｛。）！？μ兵事}jを補完「る tのとし亡， H,r
JJilえ.ldJ tト，（， t ＼、。

lilf だ；，＼：：；長の集約it，札（l:：のところ機関式、AsianSt11d1cs 

('t :ii,,i発jr ）全通仁てjfなわれるがう必要に応仁て0~

次、 L ノクニノブ・シリトス， Yッケ・ン I＿｝ーズ， ドキ二

{ 'J；ょブイ＿1,ムのin,1 Jンi・シリ・－ ：＜のJf；てのlllftも予定し亡し、る。このq,

つ主 I）イ，｝卜党，： :irは点な I ），＇.，：）号が，そ~＇－ch:'.,,, ＇）しに（ι二 に； t' i i;j立ll」ilfHill究？？？と Jt[iiJでタカ口 7・，況や他のソイり

だり象地Mitこitとくにア （ ,; ＇二ン；上 J上ヤ Jていf口、が， I: :, ＇マ｛[ti/、，Wu民編纂が，；Ijばrf:::Aしとし、るのまた他学手？と JI：ぐ

r /--Y;)fi同門1,1r冗を，ill~－て‘ f ／ アにおけつ－7 I IJ ' 〆 1,,1 ，＇おr：こな機関誌 Lψww11Ui -2 H発h）の編集が｛1'

文化なり社会J〕＿：＞： L 1，イ立16. I けをnなおうとす〆： iH,:i'r'J 1,11i ¥ il, 1:1111n}1士人知学，干士会三子T寺弘としてすでにIIH1¥1J
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りそ ,_r，尽を深くする。また，それだけに υPツフの問題，

出，＇＞＿の l['d題に創成期にあるlli究除問Jl:iff1の路題をかかえ

ていることも事実だろう。要はブアイナンシャル・サボ

トつまりロックブエラー・アジア財団等の協力いかん

にかかっている。幸いハーバード大学，インド下シア大

学争告を合めですでに数名海外にあり，資料整備の治iでも

初年度にはアジア財団から2000ドルの補助があるなど，

n ，，にγlまあるが同計画は臣｝jきf)f)阜、とI;うだ。またマ

研究機関紹介

ルコス新大統領のもとに政治カに秀でた C.P. Romulo 

現総長が兼任のまま文部大臣に就任したというのも朗報

にちがいない。この意味で同研究所をめぐる客観条件

it，ひとこ λにJtベ絡段と好転しているものとみてよ

いら構恕1・1jj,(7）スケー／レが大きく，学1/t]i'iドjな広がりにお

し、Ti，際立つよ三ヴァライアティをもつだけに， il標達成

のntriは7yイナンシヤノレな面をさて置けば，実に同研

究所全体と［ての主体性とヴァイタリテ fにかかってい

ると言q て過言ではない。計画倒れで実行力が伴わない

というフィリピンにまつわるとかくの世評から大学だけ

は例外でありたヤと願うのは無用の心配であろうか。率

でこれまでのいきがかりをいささかでも知るも

のにと～ては，とのことが唯一の気懸りである G
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第 1節 自然条件と位置

第2節人口と集落形態

第3節土地利用
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if; 2章経済構造

ff( 1節村の歴史
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産物の流通一一
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第2節土地所布市ljと村の社会
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第4章むすび

第 1節調査結果の要約
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